
東京弁饉士会 御中

令 和 元 年 9月
東京出入国在留管理局

審 査 管 理 部 P5

取次申請予約制度に関するお問合せ先の変更について

平素より出入国管理行政に特段の御理解・御協力を賜り厚 く御礼申し上げます。

本年 10月 1日 から,当局においてナビダイヤルが導入されることに伴い,当部門

電話番号が下館のとおり変更となりますので御案内申し上げます。

取次申講予約制度に係る各種おF・l合せにつきましては,本年 10月 1爾 以降は,下 ,

記お問合せ先を御利用いただきたく,関係各位へ周知いただけますと幸いです。

大変お手数をおかけいたしますが,なにとぞよろしくお願い申し上 :ザます。

魏

取次申請予約制度お問合せ先 【東京出入国在留管理局審査管理部門】

0570-034259(所 属部署番 号 :210)

*音声ガイダンスに従い,所属部署番号を入力してください。

*FAX番号 (03-5796-7128)に変更はありません。

l

【参 考 :各 審 査 部 門 所 属 部 署 番 号 】                   :
:

就 労 審 査 第 ― 部 Fl1 3 1 0  就 労 審 査 第 二 部 Fl1 320

統 労 審 査 第 二 部 門 :330  留 学 審 査 部 『5:410
研修・短期滞在審査部Fl1 5 1 0   永 住 審 査 部 門 :610

1難 民 調 査 部 門 :810 難 民 審 判 部 Fl:820
:                                                            :



弁護tl覆菫亜壼 からの取次申請予約制について

東 京 出 入 国 在 留 管 理 局

東 京 出 入 国 在 留 管 理 局 で は 届 出 済 証 明 警 を所 持 す る弁 護 士 ・ 行 政 書 士

か らの 取 次 申請 に つ い て ,予 約 制 を導 入 して い ます 。

留 意 点 は 以 下 の とお りで す 。

1 対 象 案 件

(1)在 留 資 格 認 定 証 明 書 交 付 申請

(2)在 留 期 間 更 新 許 可 申請

(3)在 留 資 格 変 更 許 可 申請

(4)在 留 資 格 取 得 許 可 申 構

(5)永 住 許 可 申請

(6)資 格 外 活 動 許 可 申請

(7)就 労 資 格 証 明 書 交 付 申請

※  再 入 国 許 可 申請 に つ い て は ,在 留 期 間 更 新 許 可 申講 。在 留 資 格 変

更 許 可 申請 と 同 時 申講 の 場 合 の み ,申 請 す る こ とが で き ま す 。

※  在 留 期 rP5更 新 許 可 申 請 に つ い て は ,在 留 期 間 が 満 了 す るお お む ね

3か 月 前 か ら 申請 を受 付 しま す 。

2 予 約 済 取 次 申講 専 用 カ ウ ン ター 実 施 日

平 日の火・木曜 日の 9時か ら 16時まで (12時 か ら 13時 まで を除 く。 )

3 予約 方 法

次 頁 の 「取 次 申請 予 約 申 出 書 」 に 第 3希 望 ま で 記 入 の 上 ,「 申 請 取

次 リス ト」 と と も に 審 査 管 理 部 F]取 次 申 請 予 約 専 用 フ ァ ッ ク ス 番 号 宛

て (FAX:03-5796-7128)に フ ァ ク シ ミ リに よ り送 付 して くだ さい 。

な お =申 請 取 次 リス トの 記 戦 方 法 は ,「 IIB講 取 次 リス ト記 裁 注 意 事

項 」 を御 参 照 くだ さい。

予 約 受 付 締 切 後 に 受 付 日時 を 調 整 の 上 ,予 約 受 付 票 に 受 付 曰時 及 び

時 刻 を記 入 し,フ ア ク シ ミ リに よ り連 絡 しま す 。

希 望 簿時 に 対 応 不 可 能 で あ る場 合 は 電 話 に よ り連 絡 しま す 。

4 予 約 締 切 日

来 庁 希 望 日の 前 開 庁 日の 12時 ま で と しま す (時 間 厳 守 )。

月 曜 が 祝 目の 場 合 は 金 ll■ 12時 ,水 曜 が祝 口の 場 合 は 火 曜 12時 が

締 切 日時 とな りま す 。

来 庁 希 望 日の 前 聞 庁 日の 16時 30分 ま で に ,予 約 時 間 を フ ァ ク シ

ミ リに よ り連 絡 しま す 。
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本 件 問 合 せ 先

審 査 管 理 部 Fl

(FAX:03-5796-7128 TEL:0570-034259所属部署番号210)



宛先 :東京議入難在警管理島審査管理滋「嗜

FAX:03-6'96-'128 送信 自 慶

取次申請予約申饉警

取次者氏名 (フ リガナ)

取次番号 (12締 )

日中進纏発電難番号 連絡 FAX番号

予雛織菫鶴時

※警輸機よる申購鐵翻貯自の火 摯本躍猿 (12時～13時を除 く)i=実施 .

※予約受付織傍 :来庁希壼日の詢灘庁機の 12:00(時 間厳守)

予約翼樹締擁機,薬簿静議日の機灘庁獲の16疇 30分まで1=.予纏時構をフアクシ

ミリIEよ り議絡じます。

注 :潟 饉轟が機目の場合の鋳勤鐵時は金朧鶴12時 `水鶴要が祝日の糧奮の織憐日時

は人鑓鶴12時 となります。

※簿3希議議で魏餞 して下さい。繁 1織議や節 盆摯鰹までの灘載でも申し饉は

爾能ですが,予約がお羹 tナ で警なも弩 台があります。なお,30分単位や特定

時翻でのご機轟 !ま 鸞締付けられませんので予めご了承下さい。

機 :「 0時台」な0を した場合,9時又饉9鋳 30分のどちらftな るかは,当 局指定となります。

潟   爾 (

(0をつけてくださもヽ》

第 3帝菫 0時會 10時台 11持台 13時奮 14鋪奮 15綸台

第2お黛 0鋳會 10時書 11崎台 13時台 14崎台 lS崎奮

繁 0お菫 0磯台 :0時奮 lt躊書 13時奮

'“

時奮 15崎台

く鸞憫自臓]中撃ヨ
"鑢

)

1.駆麟 F申鱗取次リストJに必要率壊を握入の上,本予幾輩構春と一織経機構してくだ

さtヽ。(鸞載方法等雛機について機,「申請取次リスト雛攣注意事項」をご参態下さい。)

2.警難後のキヤンセル議,議難簿まで鷲難 (0570‐034黎 議篤難難番号210)又 はFAXによ

りご連絡下さい。

下記日時で予約受付しました。本票及び申講取次リス ト1ま,当 日必ず持参して下さい。

受付摩時 月 寝       ( ) 時 分

受付場所 東京出入餞在爾奮瑾潟2階 B-1「予約済申請取次専篤カウンターJ

時 分

〈切 り取 り不要 )

受特時議
東京出入露在留管理局審査管理部 F亀

年 月



申 請 取 次 リ ス ト

餞麗出済弁雛士

E醸 肇 口機出済行取書士

年  月  露

印

No 鑢 名 希望在警資格 申鱗人 蓬絡事項奪総畿機

韓簿蒸議肉参
(     )

特懸 驚勁内審
く    )

銀籍・地域

氏   名

生 年 月 縮  年  舞  日

穣  別 男 ・ 女

Elカテゴリー1・ 2・ 3・ 4

鍍類難総難難鉤
僣添構議

"書r     )
警難澪鵞肉響
て    '

欄籍・地域

氏   名

生 年 月 日   年  月  日

性   男1 男・ 女

雛癬 リー1・ 2・ 3'4

滋定
変更
買転
ふ住
取縛
輩構外
議労難明

響驀活鶴内容
く    '

鷲議警鑢
(    )

鶴籍・地域

氏   名

生 年 月 日   年  月  日

性   別 男 ・ 女 El再入難Fp‐1時申議

Elカサゴリ…1・ 2'3'4

難類動雄緩務麒
篠活競識内書
(     )

構懸議動肉讐
(    )

露籍・地域

氏   名

生 年 月 日   年

性   別 斃・ 女

自

Elカテゴリ…1・ 2・ 3・4

慇定
変更
更新
永住
取得
資絡外
就労証明

特藩渚鶴斃窪
(     )

畿 幾 麟
(   》

国籍・地域

風   名

生 年 月 機   年  月  日

性   別 勇・ 女

E携テゴリー 1・ 2・ 3・ 4

畿額難雄嬌翻椰
籍議活動内容
(     〉

特藩活動内容
く    )

国籍・地域

氏   名

生 年 月 8 年  月  餞

性   別 男 ・ 女

,-1・ 2・ 3・4

難嬢覇難襲鰺鉤
鶴藩議議内藤
〈    〉

給諸藩鶴
"瞥(    )

議籍 地ヽ域

氏   名

生 年 月 日   年  月  日

性   麗 男 ・ 女

E防テゴリー1,2・ 3・ 4

El再入国問時申講

灘定
変更
菫新
永住
取得
資格外

就労難瞬
特議議鶴棗審
(     )

籍諸難難内容
て    '

爾籍・地域

氏   名

生 年 月 鐵   年  月  麟

性  別 男 ・ 女

畿額爾糠縫難鉤



日中連絡先鷲諾警苺 00∝XDOtX―XXXX

FAX3姜夢 03■XXXX―
―

申請 取次 リスト記織注意事 項 年  月  職

彗麗濃磨弁護壼
機饉醸灘警数書壼          郎

爾籍 ,糧鐵

氏   名

生 燿鷹 書

機   灘

ベトナム

o00.OOO

Elカテゴリー 1・ 2・ 3・ 4

国籍・罐鱗 摯鰹

氏   名 00◇,000

生 年 月 8 1 9XXttXX月

=カ
テゴリー1・Ю 4

国籍・地餞 '警 ,レ

氏   継 000,000

畿 奪 鵞 目 1鍼 奪 XX露双 雛

難 騨○・女

rriJr/*163'4饉籍 `蟻餞 韓餞

氏   名 0001000

生年 潟 彗 '9篠奪XX潟

穣籍 哺馘露 インド

氏   名 000,000

生年 月 曇 業9χttЖ露漱 簿

機 爾o・ 女

変賣
更新
永住
取得

魃

口ヵテゴリー1・ 2・ 3峰圏籍・雛鐵 中餞

難   機 000,000

OヽXXEXXttXX篇

勢く慶)

畿頚麟・雄輔醐絣



十 峯
`V■

‐ ″ 墜
"

■予約時間前に部F電相談予定
醸籍・燿糠 中圏

鶏   篠 000,000

機 期0・ 食

特定港議

罐尚鮮

・欝言雛EE=蓬響カー総 雙饉
=擬織難議
″韓入爾欝爾摯誘饉 警又:ま壼薦との霧鋳申購を除く)

犠 爾欝可麟饉の難繋

・在鸞カード嵐織議摯鑽

"壌警麟猥騒 ぎている場合磯 緩当難が爾議日だつた場合を除く)

・華購艤鸞(在奮鷲格取鶴欝鵞撃購で麟患猥,難警麟靭藝等がら30饉 )

が饉ぎている場食

檸 議書に零鑢轟 る場合
(鐵 :華購養議 轟れ,響欝爾畿の種類が業なる等)

・華続警の篠藩地が警継外である場合

等。

聾査握議部『 5であらかじめ相談が必要なもの(傷 )

予約時刻に間に合うよう握当部門で機談の上,「受付苺」の印を得てください。
なお,下記以外にも窓口権談を要する壌奮があります。

穫 鶴 確認事項 相談窓 El

短期滞在

「短期滞在」の翼新申驚

各担当部P,

「短期滞在」への変更申講

「短期滞在」からの変更申請(在奮贅格認定証明書が交付されてい
る場合,身分資格への変更で身分関係を立鉦する資料がある場合
を除く。)

特定活動
難民認定申請,審査請求中の者からの変更申請 変壼先の各担当部鶏

「轟国準備難閥」からの変更摯講

各担当部門
その他

在留織間が30日 以下の者からの菫新・変更申講(※在留資格認
定議明書がある場合を含む。)

構::嬌諄′ となつたものと鋼―内容の再申講(永住申議を除く。


